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プロジェクト概要 
本プロジェクトでは、気象がもつカオス性をうまく利用して小さな外

力で大きく気象の未来を変えるための気象制御理論の構築と、制御実施

を合意形成するために必要な極端風水害の社会インパクトの精緻な予

測能力の獲得を達成します。それにより、2050 年には、民主的な社会

的意思決定に基づく気象と社会の制御で極端風水害の恐怖から解放さ

れた社会の実現を目指します。 

 

 

２０３２年のマイルストーン 
C. 介入効果を現実大気に対して安全に効率よくもたらすことができる

工学的手法を開発し、その有効性を室内実験により確認します。 

D. 水害による被害低減を直接の目標とし、社会的に意思決定可能な気

象制御手法を開発します。 

 

 

２０２７年のマイルストーン 
A. 多くの極端気象の時間発展を小さなエネルギーで制御できる手法を

提案し、気象シミュレーションの不確実性を考慮しても十分な効果

が期待できることを確認します。 

B. 避難行動などの予測に反応する社会の動きも含めて極端気象がもた

らす社会インパクトをトータルに予測し、予測の不確実性を示しま

す。制御による社会インパクトを評価可能にし、気象制御を意思決

定する手法を開発します。 
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